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(57)【要約】
【課題】手間を掛けず、且つコストを掛けず、新たなペ
ージ画像を作成することを可能とする。
【解決手段】
　ページ記述言語で記述された印刷データから抽出され
た再利用部品データがファイル形式で格納される再利用
部品ＢＯＸ５２Ｂと、指示入力部３５２と、該指示入力
部３５２から該再利用部品ファイル４２０の選択を受け
付ける再利用部品リストを含む画像作成画面を表示部３
５１に表示制御する画面表示制御部３５３と、該画像作
成画面上における該指示入力部３５２の指示に応答して
、該再利用部品ＢＯＸ５２Ｂから該再利用部品ファイル
４２０を読み出し、これを用いて新たなページ画像を作
成し、その作成ページ画像データ３５４Ａを第２記憶部
３５４の記憶領域に格納するデータ処理部３５５Ｂと、
を備える。
【選択図】図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ページ記述言語で記述された印刷データに基づいて用紙に画像を形成する画像形成装置
において、
　該印刷データから抽出された再利用部品データが格納される記憶手段と、
　該記憶手段から該再利用部品データを読み出し、これを用いて新たなページ画像を作成
し、そのデータを該記憶手段に格納する画像作成手段と、
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　該画像作成手段は、
　再利用部品リストの表示領域を含む画像作成画面を表示制御する画面表示制御手段と、
　該再利用部品リストから再利用部品データを選択する指示入力手段と、
　該画像作成画面が表示されている状態で該指示入力手段の指示に応答して、該ページ画
像を作成するデータ処理手段と、
　を有する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　該画像作成画面は、該再利用部品データに基づく画像の表示領域をさらに含む、
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　該画像作成画面は、該ページ画像をユーザが視認するための画像作成表示領域をさらに
含む、
　ことを特徴とする請求項２又は３のいずれか１つに記載の画像形成装置。
【請求項５】
　該印刷データを印刷指令と共に受信する受信手段と、
　該受信手段が受信した該印刷データ内に所定のオブジェクトがある場合に、これを抽出
する再利用化抽出手段と、
　抽出されたオブジェクトを、該再利用部品データとして、該記憶手段に格納する再利用
化保存制御手段と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１つに記載の画像形成装置
。
【請求項６】
　該新たなページ画像を用いて印刷ジョブ、ＦＡＸジョブ、メールジョブ又はオーバレイ
ジョブを作成するボックス利用手段、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１つに記載の画像形成装置
。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１つに記載の画像形成装置と情報処理装置とが、結合されて
構成される画像形成システムであって、
　該画像形成装置はさらに、該再利用部品データを該情報処理装置に送信する送信手段を
備え、
　該情報処理装置は、受信した該再利用部品データを用いて新たな印刷データを作成する
印刷データ作成手段を備える、
　ことを特徴とする画像形成システム。
【請求項８】
　該画面表示制御手段は、該画像形成装置の表示手段又は該情報処理装置の表示手段に、
該画像作成画面を表示制御する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の画像形成システム。
【請求項９】
　指示入力手段と、記憶手段と、を備え、ページ記述言語で記述された印刷データに基づ
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いて用紙に画像を形成する画像形成装置が、
　該印刷データ内に所定のオブジェクトがある場合に、これを抽出するステップと、
　該印刷データから抽出されたオブジェクトを、再利用部品データとして、該記憶手段に
格納するステップと、
　再利用部品リストの表示領域を含む画像作成画面を表示制御するステップと、
　該指示入力手段から、該再利用部品リスト内の再利用部品データの選択を受け付けるス
テップと、
　該画像作成画面が表示されている状態で該指示入力手段の指示に応答して、該受け付け
た再利用部品データを含む新たなページ画像を作成し、そのデータを該記憶手段に格納す
るステップと、
　を有することを特徴とする画像作成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ページ記述言語で記述された印刷データを受信し、これをビットマップデー
タに変換して印刷を行う画像形成装置に係り、特に、当該印刷データに含まれる部品デー
タを再利用する画像形成装置、画像形成システム及び画像作成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ＰＣ（Personal Computer）等の外部装置で作成された印刷データ、即ち、ポス
トスクリプト（登録商標）やＰＣＬ（Printer Control Language）に代表されるページ記
述言語（ＰＤＬ；Pate Description Language）形式のデータを、ＬＡＮ等のネットワー
クを介して受信し、受信したデータを一旦中間形式のデータ（中間データ）に変換してメ
モリ上に保持し、順次メモリ上に保持されている中間データを読み出してビットマップデ
ータに変換して印刷を行うネットワーク型の複写機、プリンタ又はＭＦＰ（Multi Functi
on Peripheral）等の画像形成装置が普及している。
【０００３】
　ここで、画像形成装置が解釈する印刷データとしては、今後、上記の代表的な言語の印
刷データの代わりに、ＰＤＦ（Portable Document Format）やＸＰＳ（XML Paper Specif
ication）等が主流になると思われる。
【０００４】
　これらのページ記述言語で記述された印刷データの共通の特徴としては、まとまりのあ
るデータ毎に階層構造化されており、印刷制御用コマンド、イメージオブジェクト、グラ
ッフィックオブジェクト、テキスト描画オブジェクト（少なくとも描画される文字列を含
み、以下実施例ではさらにフォントオブジェクトを含む）、等の部品化されたデータ（以
下、部品データという）が集合して構成されていることである（下記特許文献１参照）。
【０００５】
　特に、上記ＰＤＦやＸＰＳは、他のページ記述言語よりもさらに階層構造化され、それ
らの個々の部品データが区別し易くなっている。
【０００６】
　このような部品データは、他の印刷ジョブでも使用される場合があり、再利用すること
により、印刷ジョブに係る画像を新たに作成する場合の手間を省くことができる。
【０００７】
　特に、パーソナルコンピュータ等の情報処理装置を用いることなく、画像形成装置単体
で印刷データを作成する場合、操作性の良いマウス及びキーボードが備えられていないた
め、手間が掛かり困難であるが、上記部品データを用いることができれば、その手間を大
幅に省くことができる。
【０００８】
　そこで、下記特許文献２及び３では、上記情報処理装置を用いることなく、四角形やR
矩形（本発明における部品データに相当）等を入力指示する画像作成用のエディットパッ
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ドと、該入力指示に基づき新たなページ画像を作成するプログラムと、を含む画像編集装
置を備えた画像形成装置が開示されている。
【０００９】
　また、下記特許文献４では、印刷対象データ中の文字データの少なくとも一部が、画像
形成装置に予め格納されている特定の文字データ（本発明における部品データに相当）に
置き換えられて構成される印刷データを作成するステップと、作成された前記印刷データ
を出力するステップと、を有する印刷データ作成方法が開示されている。
【特許文献１】特開２００７－２２１６０４
【特許文献２】特開平６－１８９１１０
【特許文献３】特開平１－１４５６９０
【特許文献４】特開２００７－３０４７３４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上記特許文献２及び３の発明では、新たなページ画像を作成する際に、
エディットパットに含まれる固定の部品データしか利用できないため、部品データの多様
性に欠き、それ以外の部品データは、エディットパッドに付属のエディットペンでユーザ
自ら作成しなければならないので、手間が掛かる。また、画像形成装置にエディットパッ
ドを備えなければならないため、コストが掛かる。
【００１１】
　上記特許文献４の発明では、部品データそのものは予め自ら作成する必要があり手間が
掛かる。
【００１２】
　本発明の目的は、上記問題点に鑑み、手間を掛けず、且つコストを掛けず、新たなペー
ジ画像を作成することが可能な画像形成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明による画像形成装置の第１態様では、
　ページ記述言語で記述された印刷データに基づいて用紙に画像を形成する画像形成装置
において、
　該印刷データから抽出された再利用部品データが格納される記憶手段と、
　該記憶手段から該再利用部品データを読み出し、これを用いて新たなページ画像を作成
し、そのデータを該記憶手段に格納する画像作成手段と、
　を備えることを特徴とする。
【００１４】
　本発明による画像形成装置の第２態様では、
　該画像作成手段は、
　再利用部品リストの表示領域を含む画像作成画面を表示制御する画面表示制御手段と、
　該再利用部品リストから再利用部品データを選択する指示入力手段と、
　該画像作成画面が表示されている状態で該指示入力手段の指示に応答して、該ページ画
像を作成するデータ処理手段と、
　を有する、
　ことを特徴とする。
【００１５】
　本発明による画像形成装置の第３態様では、
　該画像作成画面は、該再利用部品データに基づく画像の表示領域をさらに含む、
　ことを特徴とする。
【００１６】
　本発明による画像形成装置の第４態様では、
　該画像作成画面は、該ページ画像をユーザが視認するための画像作成表示領域をさらに
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含む、
　ことを特徴とする。
【００１７】
　本発明による画像形成装置の第５態様では、
　該印刷データを印刷指令と共に受信する受信手段と、
　該受信手段が受信した該印刷データ内に所定のオブジェクトがある場合に、これを抽出
する再利用化抽出手段と、
　抽出されたオブジェクトを、該再利用部品データとして、該記憶手段に格納する再利用
化保存制御手段と、
　をさらに備えることを特徴とする。
【００１８】
　本発明による画像形成装置の第６態様では、
　該新たなページ画像を用いて印刷ジョブ、ＦＡＸジョブ、メールジョブ又はオーバレイ
ジョブを作成するボックス利用手段、
　をさらに備えることを特徴とする。
【００１９】
　本発明による画像形成システムの第７態様では、
　上記いずれか１つに記載の画像形成装置と情報処理装置とが、結合されて構成される画
像形成システムであって、
　該画像形成装置はさらに、該再利用部品データを該情報処理装置に送信する送信手段を
備え、
　該情報処理装置は、受信した該再利用部品データを用いて新たな印刷データを作成する
印刷データ作成手段を備える、
　ことを特徴とする。
【００２０】
　本発明による画像形成システムの第８態様では、
　該画面表示制御手段は、該画像形成装置の表示手段又は該情報処理装置の表示手段に、
該画像作成画面を表示制御する、
　ことを特徴とする。
【００２１】
　本発明による画像作成方法の第９態様では、
　指示入力手段と、記憶手段と、を備え、ページ記述言語で記述された印刷データに基づ
いて用紙に画像を形成する画像形成装置が、
　該印刷データ内に所定のオブジェクトがある場合に、これを抽出するステップと、
　該印刷データから抽出されたオブジェクトを、再利用部品データとして、該記憶手段に
格納するステップと、
　再利用部品リストの表示領域を含む画像作成画面を表示制御するステップと、
　該指示入力手段から、該再利用部品リスト内の再利用部品データの選択を受け付けるス
テップと、
　該画像作成画面が表示されている状態で該指示入力手段の指示に応答して、該受け付け
た再利用部品データを含む新たなページ画像を作成し、そのデータを該記憶手段に格納す
るステップと、
　を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　上記第１態様では、画像形成装置が「該印刷データから抽出された再利用部品データが
格納される記憶手段と、該記憶手段から該再利用部品データを読み出し、これを用いて新
たなページ画像を作成し、そのデータを該記憶手段に格納する画像作成手段と」を備えて
いる。この構成によれば、印刷データより抽出された部品を用いることからその種類も豊
富となり、ページ画像を新たに作成する際に、再利用部品データに係る画像をその都度作
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成する必要性が少なくなり、画像作成の手間を省くことができるという効果を奏する。ま
た、再利用部品データを用いる画像作成手段が設けられているため、画像作成用に情報処
理装置を別個に設ける必要がないので、コストを掛けずに新たなページ画像を作成するこ
とができるという効果を奏する。
【００２３】
　上記第２態様の構成によれば、「該画像作成手段は、再利用部品リストの表示領域を含
む画像作成画面を表示制御する画面表示制御手段と、該再利用部品リストから再利用部品
データを選択する指示入力手段と、該画像作成画面が表示されている状態で該指示入力手
段の指示に応答して、該ページ画像を作成するデータ処理手段と、を有する」ので、ユー
ザは、画像作成画面上で指示入力手段を操作して、再利用部品リスト内の再利用部品デー
タを選択し、１つの再利用部品又は２個以上の再利用部品データを組み合わせて新たなペ
ージ画像を作成することができ、手間を掛けず、新たなページ画像を自由に作成すること
ができるという効果を奏する。また、指示入力手段により再利用部品データを選択可能な
再利用部品リストの表示領域を含む画像作成画面が表示されるため、画像形成装置にエデ
ィットパッド等を設けることなく容易にページ画像を作成でき、コストを掛けずにページ
画像を作成することができるという効果を奏する。
【００２４】
　上記第３態様の構成によれば、「該画像作成画面は、該再利用部品データに基づく画像
の表示領域をさらに含む」ので、ページ画像を作成する際に、ユーザが再利用部品データ
の画像を逐次印刷して確認する等の手間を省くことができるという効果を奏する。
【００２５】
　上記第４態様の構成によれば、「該画像作成画面は、該ページ画像をユーザが視認する
ための画像作成表示領域をさらに含む」ので、ページ画像を作成する際に、ユーザがペー
ジ画像を逐次印刷して確認する等の手間を省くことができるという効果を奏する。
【００２６】
　上記第５態様の構成によれば、「該印刷データを印刷指令と共に受信する受信手段と、
該受信手段が受信した該印刷データ内に所定のオブジェクトがある場合に、これを抽出す
る再利用化抽出手段と、抽出されたオブジェクトを、該再利用部品データとして、該記憶
手段に格納する再利用化保存制御手段と」をさらに備える。これにより、ビットマップデ
ータに展開される前の、データサイズが小さく、部品データ単位で区別が容易な、ページ
記述言語の印刷データから、再利用部品データを抽出して記憶手段に格納することができ
るので、記憶手段の記憶領域を圧迫することなく、且つ容易に、印刷データに含まれる再
利用部品データを再利用化することができるという効果を奏する。
【００２７】
　上記第６態様の構成によれば、「該新たなページ画像を用いて印刷ジョブ、ＦＡＸジョ
ブ、メールジョブ又はオーバレイジョブを作成するボックス利用手段」を備えるので、再
利用部品データ単体のページ画像やこれを含むページ画像を用いて、印刷ジョブ（ＢＯＸ
ｔｏＰｒｉｎｔ）、ＦＡＸジョブ（ＢＯＸｔｏＦＡＸ）又はメールジョブ（ＢＯＸｔｏＥ
－ｍａｉｌ）を行うことができ、部品データの再利用性を向上させることができるという
効果を奏する。
【００２８】
　上記第７態様の構成によれば、「該画像形成装置はさらに、該再利用部品データを該情
報処理装置に送信する送信手段を備え、該情報処理装置は、受信した該再利用部品データ
を用いて新たな印刷データを作成する印刷データ作成手段を備える」ので、情報処理装置
で印刷データを作成する場合であっても、当該再利用部品データの利用することができ、
その作成の手間を省くことができるという効果を奏する。
【００２９】
　上記第８態様の構成によれば、「該画面表示制御手段は、該画像形成装置の表示手段又
は該情報処理装置の表示手段に、該画像作成画面を表示制御する」ので、画像形成装置に
表示手段があれば、これに該画像作成画面を表示させ、表示手段がないときであっても、
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情報処理装置の表示手段に表示させることができ、より多くの種類の画像形成装置に本発
明を適用できるという効果を奏する。
【００３０】
　本発明の他の目的、構成及び効果は以下の説明から明らかになる。
【実施例１】
【００３１】
　図１は、本発明の実施例１に係わる画像形成システムを示す図である。
【００３２】
　本実施例１の画像形成システム３は、互いに通信可能なホストコンピュータ５及び画像
形成装置１０から構成される。
【００３３】
　ホストコンピュータ５は、印刷ジョブが実行指示された場合、ページ記述言語で、且つ
構造化言語で記述されたＸＰＳファイルを、通信路２０を介して、画像形成装置１０に送
信する。
【００３４】
　画像形成装置１０は、ＸＰＳ対応型プリンタ機能を備えており、ホストコンピュータ５
から印刷指令と共にＸＰＳファイルを受信し、内部のプリンタコントローラで、受信した
ＸＰＳファイルを一旦中間形式のデータ（中間データ）に変換してメモリ上に保持し、順
次メモリ上に保持されている中間データを読み出してビットマップデータに変換して印刷
を行うネットワーク型のＭＦＰ（Multi Function Peripheral）である。
【００３５】
　通信路２０は、例えばインターネット、ＬＡＮ（Local Area Network）若しくはＷＡＮ
（Wide Area Network）などのネットワークケーブル若しくは無線、又は、シリアル・イ
ンターフェース若しくはパラレル・インターフェースである。
【００３６】
　図２は、ＸＰＳのファイル構造を示す図である。
【００３７】
　ＸＰＳファイル３０は、上記１つの印刷ジョブに係る複数のファイルがＺＩＰ圧縮され
たものである。これを解凍すると、ＸＰＳファイル３０は、図２に示すように、構造化さ
れ、部品化された複数のファイル（以下、部品ファイルという）から構成されていること
が分かる。
【００３８】
　このファイル構造は、ＸＰＳファイル３０に少なくとも１つ以上のイメージオブジェク
トが組み込まれている場合、Ｉｍａｇｅｓフォルダ３５を有する。Ｉｍａｇｅｓフォルダ
３５には、例えば、「test1.tif」、「test2.tif」、及び、「test3.gif」のイメージオ
ブジェクトファイル４０が含まれている。
【００３９】
　図３は、本発明の実施例１に係わる画像形成装置のハードウェア構成を示す概略ブロッ
ク図である。
【００４０】
　この画像形成装置１０には、ＭＰＵ１１にインタフェース１２を介してＥＥＰＲＯＭ１
３Ｅ１、ＥＥＰＲＯＭ１３Ｅ２、ＤＲＡＭ１３Ｄ、ＨＤＤ１４、操作パネル１５、スキャ
ナ１６Ｓ、プリンタ１６Ｐ、ＮＩＣ１７、ファクシミリモデム１８及び圧縮・伸張ＡＳＩ
Ｃ１９が結合されている。図１では、簡単化のため、複数のインタフェースを１つのブロ
ックで示している。
【００４１】
　ＥＥＰＲＯＭ１３Ｅ１及び１３Ｅ２は、例えばフラッシュメモリである。ＥＥＰＲＯＭ
１３Ｅ１には、ＢＩＯＳ（Basic Input Output System）が格納されている。ＥＥＰＲＯ
Ｍ１３Ｅ２には、ＯＳ（Operating System）と、このＯＳ上で動作する各種プログラムと
、各種設定値とが格納されている。
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【００４２】
　ＤＲＡＭ１３Ｄはワークエリア用であり、ＨＤＤ１４はデータファイル格納用である。
【００４３】
　操作パネル１５は、設定値又は指示を入力し、設定画面や状態などを表示させるための
ものである。本実施例１では、操作パネル１５がタッチパネルとハードウェアキーの組み
合わせで構成されている場合を説明する。
【００４４】
　スキャナ１６Ｓは、スキャン、コピー及びファックス送信での画像入力に用いられる。
プリンタ１６Ｐは、プリントエンジン、定着器並びに用紙の給紙部、搬送部及び排紙部を
備え、ＤＲＡＭ１３Ｄ上に展開されるビットマップデータに基づいてプリントエンジンの
感光ドラムに静電潜像を形成し、これをトナーで現像し、用紙に転写し定着させた後に排
紙する。
【００４５】
　ＮＩＣ１７は、通信路２０上にあるホストコンピュータ５と通信するためのものである
。ファクシミリモデム１８は、ファクシミリ送受信用である。
【００４６】
　圧縮・伸張ＡＳＩＣ１９は、ＭＰＵ１１のコプロセッサとして用いられる。
【００４７】
　図４は、画像形成装置１０の本発明に関係した部分の機能ブロック図である。同図に示
すように、画像形成装置１０は、上記プリンタ１６Ｐの他に、受信部５０と、プリンタコ
ントローラ５１と、記憶部５２と、アクセス制御部５３と、を主に有する。
【００４８】
　受信部５０は、例えばＮＩＣ１７であり、上記ホストコンピュータ５等からＸＰＳファ
イル３０を受信し、これをプリンタコントローラ５１に渡す役割を担う。
【００４９】
　記憶部５２は、例えば、ＥＥＰＲＯＭ１３Ｅ２、ＨＤＤ１４又はその他の記憶装置（例
えばＵＳＢメモリ）であり、記憶部の領域内に、再利用部品ＢＯＸ５２Ａを有し、このフ
ォルダ５２Ａ内にＸＰＳファイル３０に含まれるイメージオブジェトファイル４０が、再
利用部品として保存される。
【００５０】
　アクセス制御部５３は、記憶部５２対し、再利用部品ＢＯＸ５２Ａ内のイメージオブジ
ェクトファイル４０にアクセス（特にリード）させる制御を行う。イメージオブジェクト
ファイル４０にアクセスすることができさえすれば、これを再利用することができる。本
実施例１では、再利用の方法まで特に限定はしないが、例えば以下のような方法がある。
【００５１】
　（１）操作パネル１５の指示に基づき記憶部５２からイメージオブジェクトファイル４
０を読み出し、その部分だけそのまま印刷すること、
　（２）操作パネル１５の指示に基づき記憶部５２内の複数のイメージオブジェクトファ
イル４０を組み合わせて新たな印刷データを作成し、これを印刷すること、
　（３）イメージオブジェクトファイル４０に基づく画像を、受信部５０が新たに受信し
た印刷ファイルの画像に自動的にオーバレイすること、
　（４）記憶部５２内のイメージオブジェクトファイル４０を、通信路２０又はＵＳＢメ
モリなどのリムーバブル記憶媒体を介してホストコンピュータ５へ渡し、ホストコンピュ
ータ５側で印刷データを作成する際に、渡されたイメージオブジェクトファイル４０を利
用すること。
【００５２】
　プリンタコントローラ５１は、ＭＰＵ１１と、ＥＥＰＲＯＭ１３Ｅ２に格納されている
所定のプログラムと、ＤＲＡＭ１３Ｄと、を含んで構成され、機能部として公知の印刷処
理部５１Ａの他に、再利用化抽出部５１Ｂと、再利用化保存制御部５１Ｃと、が本実施例
１で新たに設けられている。
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【００５３】
　印刷処理部５１Ａは、それぞれ公知である、ＸＰＳファイル３０を解釈して中間言語に
変換するインタープリタ機能と、これをビットマップデータに展開するラスタライズ機能
と、ビットマップデータを適宜画像処理してプリンタ１６Ｐに出力する出力機能と、を備
える。
【００５４】
　再利用化抽出部５１Ｂは、受信部５０が受信したＸＰＳファイル３０が上記印刷処理部
５１Ａに渡される前に、ＸＰＳファイル３０を取得し、この中に含まれるイメージオブジ
ェクトファイル４０を再利用化するために抽出し、これを再利用化保存制御部５１Ｃに渡
す処理を行う。なお、この処理の詳細は後述する。
【００５５】
　再利用化保存制御部５１Ｃは、再利用化抽出部５１Ｂから渡されたイメージオブジェト
ファイル４０を、再利用部品として、記憶部５２内の再利用部品ＢＯＸ５２Ａに格納する
。
【００５６】
　図５は、本実施例１に係る再利用化抽出部５１Ｂの処理のフローチャートである。以下
、括弧内は同図中のステップ識別符号である。
【００５７】
　（Ｓ１）受信部５０から取得したＸＰＳファイル３０を、ＺＩＰ解凍する。
【００５８】
　（Ｓ２）展開されたフォルダ群の中に、図２に示すようなＩｍａｇｅｓフォルダ３５が
存在するかを検索する。
【００５９】
　（Ｓ３）Imagesフォルダ３５が存在する場合には、必ずそのフォルダ３５内にイメージ
オブジェクトファイル４０が１つ以上あるので次のステップに進み、Imagesフォルダ３５
が存在しない場合にはステップＳ６に進む。
【００６０】
　（Ｓ４）Imagesフォルダ３５内にある全てのイメージオブジェクトファイル４０を抽出
する。なお、ここでいう「抽出」とは、元のファイルを残したまま、ＤＲＡＭ１３Ｄ上に
コピーすることをいう。
【００６１】
　（Ｓ５）抽出した全てのイメージオブジェクトファイル４０を、再利用化保存制御部５
１Ｃに渡す。
【００６２】
　（Ｓ６）印刷処理部５１Ａに、ＸＰＳファイル３０全体を渡し、印刷処理の要求を行う
。
【００６３】
　以上より、本実施例１によれば、「記憶部５２と、ページ記述言語で記述されたＸＰＳ
ファイル３０を印刷指令と共に受信し、ＸＰＳファイル３０をプリンタコントローラ５１
内部に供給する受信手段と、プリンタコントローラ５１内部に存在し、供給されるＸＰＳ
ファイル３０内にイメージオブジェクトファイル４０がある場合に、これを抽出する再利
用化部５１Ｂと、抽出されたイメージオブジェクトファイル４０を、再利用部品として、
該記憶部５２に格納する再利用化保存制御部５１Ｃと、該記憶部５２に対し、該イメージ
オブジェクトをアクセスさせる制御を行うアクセス制御部５３と」を備える。このため、
ビットマップデータに展開される前の、データサイズが小さく、部品データ単位で区別が
容易な、ページ記述言語のＸＰＳファイル３０から、部品データを抽出してアクセス制御
部５３がアクセス可能な記憶部５２に格納することができるので、記憶部５２の記憶領域
を圧迫することなく、且つ容易に、ＸＰＳファイル３０に含まれる部品、イメージオブジ
ェクトファイル４０を再利用化することが可能であるという効果を奏する。
【００６４】
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　また、印刷ファイルが、ＸＰＳファイル３０であるので、これに含まれるイメージオブ
ジェクトはファイル形式であり、イメージオブジェクトファイル４０と、ＸＰＳファイル
３０に含まれる他のデータとの区別が容易で、再利用化抽出部５１Ｂが迅速にイメージオ
ブジェクトファイル４０を検索できるという効果を奏する。以下の実施例２で説明するＰ
ＤＦファイルの場合、ＰＤＦファイルを読み込み、これに含まれる言語を解釈しなければ
イメージオブジェクトを抽出できないので、検索処理に手間が掛かる。
【００６５】
　さらに、再利用化保存制御部５１Ｃは、抽出されたイメージオブジェクトファイル４０
をそのままのファイル形式で記憶部５２に格納するので、単なるデータ列のデータ形成で
格納する場合に比べ、記憶部５２に格納されたイメージオブジェクトファイル４０同士の
区別が容易となり、アクセス制御部５３が、ファイル名で当該イメージオブジェクトファ
イル４０を指定でき、容易にアクセスできるという効果を奏する。
【００６６】
　なお、上述した本発明の実施例１は、本発明の説明のための例示であり、本発明の範囲
をそれらの実施例にのみ限定する趣旨ではない。本発明は、その要旨を逸脱することなし
に、様々な変形が可能である。以下に、その変形の一部を例示する。
【００６７】
　上記実施例１では、画像形成装置１０としてＭＦＰが使用される場合を説明したが、本
発明はこれに限定されるものではなく、例えば複写機、又はプリンタなどの他の画像形成
装置が使用されてもよい。
【００６８】
　また、プリンタコンローラ５１は、再利用化抽出部５１Ｂが上記ステップＳ１～Ｓ５の
抽出処理後にステップＳ６で印刷処理部５１Ａに処理を渡すことにより、印刷ジョブを受
信した際に、部品ファイル（イメージオブジェクトファイル４０）の再利用化と、印刷処
理とを両方行う構成を説明したが、ＥＥＰＲＯＭ１３Ｅ２に再利用化実行可否設定情報を
予め格納しておき、印刷ジョブを受信した際に、当該再利用化実行可否設定情報に基づき
、部品ファイルの再利用化処理のみ行うこと、印刷処理のみを行うこと、又は、これら両
方を行うことを、それぞれ切り換えることが可能な構成であってもよい。なお、再利用化
実行可否設定手段として、ハードウェアスイッチを用いてもよい。このような場合、必要
な時だけ再利用化処理を行うことができるため、不必要なイメージオブジェクトファイル
４０を再利用部品ＢＯＸ５２Ａに蓄積せず、記憶部５２の記憶領域に格納されるデータの
データ量を少なくすることができる。
【００６９】
　さらに、上記同様な考えの下、ホストコンピュータ５のプリントドライバで、印刷ジョ
ブに上記再利用化実行可否設定情報を付与し、プリンタコントローラ５１が受信した再利
用化実行可否設定情報を参照する構成を備えるようにしてもよい。また、印刷ジョブを作
成するアプリケーション毎に、プリンタドライバが上記再利用化実行可否設定情報を該当
する印刷ジョブに付与するか否かを判断して該当する場合には付与するような構成にして
もよい。
【００７０】
　再利用化抽出部５１Ｂは、印刷処理部５１Ａのインタープリタとは別個に存在する構成
を説明したが、インタープリタの中に含まれる構成であってもよい。また、インタープリ
タの中に含まれる場合、上記ステップＳ１～Ｓ６の代わりとして、イメージオブジェクト
ファイル４０を中間言語に変換するのと同時に、抽出を行って再利用化可能にするような
構成であってもよい。
【００７１】
　また、再利用化保存制御部５１Ｃは、再利用化抽出部から渡されたイメージオブジェク
トファイル４０を、そのファイル名を変えずにそのまま再利用部品ＢＯＸ５２Ａに格納す
る構成を説明したが、イメージオブジェクトファイル４０のファイル名同士が重複するこ
とを避ける為、既存のファイル名に代えて例えば日時を含むファイル名を新たに付与して
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、再利用部品ＢＯＸ５２Ａに格納するようにしてもよい。
【００７２】
　さらに、再利用化保存制御部５１Ｃは、再利用部品ＢＯＸ５２Ａにイメージオブジェク
トファイル４０を格納する際に、記憶部５２に予め格納される図６（ａ）に示すような管
理テーブルファイル６０を読み出し、イメージオブジェクトファイル４０に係る格納情報
を登録する。格納情報としては、同図に示すように、通し番号であるファイル番号６１と
、抽出したそのままのファイル名６２と、印刷ジョブの通し番号やこれとファイル名との
組合せ等で示されるＪＯＢＩＤ６３と、記憶部５２内のイメージオブジェトファイル４０
の先頭アドレス又はこれを変数で表した格納先ポインタである格納場所情報６４が挙げら
れるが、その他にも、上記と同一の理由で、ファイル名６２とは別に新たに付与したファ
イル名やファイルの属性等が含まれる構成であってもよい。この場合、アクセス制御部５
３は、記憶部５２に所定のイメージオブジェクトファイル４０をアクセス制御させる際に
、上記管理テーブルファイル６０を参照し、該当する格納場所情報６４を利用することに
より、該記憶部５２は当該イメージオブジェクトファイル４０に直にアクセスすることが
でき、アクセス制御の処理を迅速化することができるという効果を奏する。
【００７３】
　さらにまた、再利用化保存制御部５１Ｃは、抽出したイメージオブジェクトファイル４
０を直に再利用部品ＢＯＸ５２Ａに格納する場合を説明したが、抽出した直後はバッファ
フォルダに一時格納しておき、空き時間に、バッファフォルダに格納されたイメージオブ
ジェクトファイル４０と、再利用部品ＢＯＸ５２Ａに既に格納されているイメージオブジ
ェクトファイル４０と、が同一内容であるか否か判断した後、同一でないものだけ、再利
用部品ＢＯＸ５２Ａに格納するようにしてもよい。この場合、同一内容のイメージオブジ
ェクトファイル４０同士が再利用部品ＢＯＸ５２Ａに格納されることがないので、再利用
部品ＢＯＸ５２Ａのデータ量を少なくすることができる。
【００７４】
　また、プリンタコントローラ５１には、記憶部５２に格納された複数のイメージオブジ
ェクトから不必要と判断するものを、記憶部５２から消去する消去部をさらに備える構成
であってもよい。具体的には、消去部が、操作パネル１５から不必要と判断されたファイ
ルの消去指示があった時、印刷ジョブを受信した際又は定期的等所定のタイミングで、再
利用部品ＢＯＸ内の全イメージオブジェクトファイル４０のアクセス日時を監視し、アク
セス日時が古いと判断したものを不必要とみなして消去する構成が考えられる。他にも、
所定のタイミングで、上記管理テーブルファイル６０を参照し、ＪＯＢＩＤが古いイメー
ジオブジェクトファイル４０を不必要とみなして随時削除していく構成も考えられる。
【００７５】
　さらに、本発明で適用されるページ記述言語としては、上記ＸＰＳの他に、ＰＤＦ、Ｐ
ＲＥＳＣＲＩＢＥ（登録商標）、ＰＣＬ、ＰＳ（PostScript)等が挙げられる。なお、Ｐ
ＤＦ形式の印刷データの、本発明の適用方法に関しては、以下の実施例２で詳述する。
【００７６】
　さらにまた、記憶部５２は、上記ＨＤＤ１４やＥＥＰＲＯＭ１３Ｅ２などの固定記憶装
置に限られず、フロッピー（登録商標）ディスク、ＣＤ、ＭＤ、ＨＤＤ、ＳＤカード、又
はＣＦカード等のリムーバブル記憶媒体であってもよい。
【００７７】
　また、再利用化抽出部５１Ｂは、図２に示すような、ＴＩＦＦ（Tagged Image File Fo
rmat）形式又はＧＩＦ（Graphic Interchange Format）形式のイメージオブジェクトファ
イル以外にも、例えば、ＬＺＷ（Lempel Ziv Welch）、Ｆｌａｔｅ、ＲｕｎＬｅｎｇｔｈ
、ＣＣＩＴＴ　Ｆａｘ、ＪＢＩＧ２（Joint Bi-level Image experts Group 2）、ＤＣＴ
、ＪＰＸ、ＰＮＧ（Portable Network Graphics）、又はＨＤＰ（ＨＤ　Ｐｈｏｔｏ）等
を抽出することも可能である。
【００７８】
　さらに、画像形成装置１０は、上述した構成要素以外の構成要素を含んでいてもよく、
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あるいは、上記した構成要素のうちの一部が含まれていなくてもよい。
【実施例２】
【００７９】
　上記実施例１では、画像形成装置１０が受信する印刷ファイルがＸＰＳ形式である場合
を説明したが、印刷ファイルのフォーマット、特に、ページ記述言語毎にデータ構造が異
なるため、この種類に応じて再利用化抽出部５１Ｂの処理も若干異なる。例えば、本発明
に係るＸＰＳファイル３０とＰＤＦファイル１００との相違点として、特に、これらに含
まれるイメージオブジェクトが単一のファイル形式で存在しているか、或いはファイル内
オブジェクト形式で存在しているかということが挙げられる。
【００８０】
　そこで、本実施例２では、画像形成装置１０が、ホストコンピュータ５から受信する印
刷ファイルがＰＤＦ形式（以下、ＰＤＦファイルという）である場合を説明する。なお、
画像形成装置１０の構成は、実施例２ではＰＤＦ対応型プリンタ機能を備えること、並び
に、再利用化抽出部５１Ｂ及び再利用化保存制御部５１Ｃが異なる処理を有することを除
いて、実施例１で説明したものと同一である。
【００８１】
　図７は、画像形成装置１０が受信するＰＤＦファイルをアスキーコード形式で閲覧した
一例である。
【００８２】
　このＰＤＦファイル１００も、他のページ記述言語で記述された印刷データと同様に、
印刷制御用コマンド、イメージオブジェクト（実施例１ではイメージオブジェクトファイ
ル４０に相当）、グラッフィックオブジェクト、テキスト描画オブジェクト等の部品デー
タが集合して構成されている。
【００８３】
　その中で、イメージオブジェクト１０１は、例えば図７中、/Subtype/Image以降にある
「Stream」直後から「endstream.endobj」の手前までのデータである。
【００８４】
　図８は、本実施例２に係る再利用化抽出部５１Ｂの処理のフローチャートである。以下
、括弧内は同図中のステップ識別符号である。
【００８５】
　（Ｓ１０）予めＥＥＰＲＯＭ１３Ｅ２に格納されている上述した再利用化実行可否設定
情報を取得し、これに基づき、再利用化処理を行うか否かを判断する。行うと判断した場
合には次のステップに進み、そうでない場合には、ステップＳ１７に進む。
【００８６】
　（Ｓ１１）受信部５０が受信したＰＤＦファイル１００を取得し、これを読み込む。
【００８７】
　（Ｓ１２）ＰＤＦファイル１００内のイメージオブジェクト１０１の個数Ｎを取得する
。例えば、ファイル内の/Subtype/Imageの個数を算出すれば、イメージオブジェクト１０
１の個数Ｎを取得することができる。
【００８８】
　（Ｓ１３、Ｓ１６）以下のステップＳ１４～Ｓ１５を、Ｎ回分繰り返す。
【００８９】
　（Ｓ１４）所定のSubtype/Imageに対応するイメージオブジェクト１０１を抽出する。
【００９０】
　（Ｓ１５）抽出したイメージオブジェクト１０１を、再利用化保存制御部５１Ｃに渡す
。
【００９１】
　（Ｓ１７）印刷処理部５１Ａに、ＰＤＦファイル１００全体を渡し、印刷処理の要求を
行う。
【００９２】
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　再利用化保存制御部５１Ｃは、抽出されたイメージオブジェクト１０１を取得した後、
これをアクセス制御部５３がアクセスできるようにファイル化し、名前を付けて、図２に
示すようなイメージオブジェクトファイル４０を作成する。その後、実施例１と同様に、
イメージオブジェトファイル４０を、再利用部品として記憶部５２内の再利用部品ＢＯＸ
５２Ａに格納する。
【００９３】
　本実施例２によれば、ＰＤＦファイル１００に含まれる部品データのうちイメージオブ
ジェクト１０１を、他の目的のために、再利用化することができるという効果を奏する。
【００９４】
　なお、上述した本発明の実施例２は、本発明の説明のための例示であり、本発明の範囲
をそれらの実施例にのみ限定する趣旨ではない。本発明は、その要旨を逸脱することなし
に、様々な変形が可能である。以下に、その変形の一部を例示する。
【００９５】
　再利用化保存制御部５１Ｃは、抽出されたイメージオブジェクト１０１をファイル化す
る構成を説明したが、ファイル化せずに、これを記憶部５２の所定の記憶領域に格納する
構成であってもよい。この場合、アクセス制御部５３がイメージオブジェクト１０１をア
クセス制御可能なように、当該データ１０１と他のデータを区別できるようにする必要が
ある。区別する方法としては、上記実施例１の変形例で説明した、管理テーブルファイル
を用いる構成が考えられる。
【００９６】
　具体的には、記憶部５２の所定の記憶領域に、非ファイル形式のイメージオブジェクト
１０１を格納する際に、記憶部５２に予め格納される図６（ｂ）に示すような管理テーブ
ルファイル１１０を読み出し、イメージオブジェクト１０１に係る格納情報を登録する。
格納情報としては、同図に示すように、通し番号であるデータ番号１１１と、データ１０
１について区別可能なように自動的に作成したデータ名１１２と、印刷ジョブの通し番号
やこれとデータ名との組合せ等で示されるＪＯＢＩＤ１１３と、記憶部５２内のイメージ
オブジェトデータ１０１の先頭アドレス又はこれを変数で表した格納先ポインタである格
納場所情報１１４（例えばＨＤＤ１４の物理アドレス）が挙げられる。この場合、アクセ
ス制御部５３は、記憶部５２に所定のイメージオブジェクト１０１をアクセス制御させる
際に、上記管理テーブルファイル６０を参照し、該当する格納場所情報１１４を利用する
ことにより、該記憶部５２は、他のデータと区別して当該イメージオブジェクト４０にア
クセスすることができる。
【００９７】
　また、画像形成装置１０は、ＰＤＦ形式だけでなく、上記実施例１で挙げたＸＰＳ形式
、ＰＣＬ形式、ＰＳ形式など他の形式の印刷データも解釈可能なプリンタ機能を複数有し
、これらの形式に応じて再利用化処理方法を切り換える構成を備えるようにしてもよい。
【実施例３】
【００９８】
　本実施例３では、上記実施例１と同様にＸＰＳファイルを受信する場合を説明するが、
再利用化抽出部５１Ｂは、上記再利用部品として、イメージオブジェクトの代わりに、グ
ラッフィックオブジェクト、又は、テキスト描画オブジェクトを抽出する。
【００９９】
　本実施例３における画像形成装置１０の構成は、再利用化抽出部５１Ｂ及び再利用化保
存制御部５１Ｃが異なる処理を有することを除いて、実施例１で説明したものと同一であ
る。
【０１００】
　図９は、本実施例３に係るＸＰＳのファイル構造を示す図である。
【０１０１】
　このＸＰＳファイル２００は、Ｐａｇｅｓフォルダ２０１と、Ｆｏｎｔｓフォルダ２０
２と、を有する。Ｐａｇｅｓフォルダ２０１には、例えば、「1.fpage」、「2.fpage」及
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び「3.fpage」のＸＰＳファイル２００に係るページ単位のファイル（以下、ページファ
イル２０３という）が含まれている。また、Ｆｏｎｔｓフォルダ２０２には、例えば、同
図に示すように、テキスト描画オブジェクトの一部であり、これに用いられる複数のフォ
ントオブジェクトファイル２０４が含まれている。
【０１０２】
　図１０は、図９に示すページファイル２０３をアスキーコード形式で閲覧した一例であ
る。なお、同図では便宜的に、各行の先頭に行番号を付している。また、本実施例で用い
る「行」は、論理行であって、「＜」で始まるコードから、リターンコード（同図では「
↓」に該当）直前の「＞」までを、１行とする。
【０１０３】
　同図においてページファイル２０３には、２行目と４行目に２つのグラッフィックオブ
ジェクト２３０を含み、３行目にテキスト描画オブジェクト２４０の一部を含んでいる。
これら、オブジェクト２３０及び２４０には、描画データ以外にも、識別コードと種々の
属性コードと、を含んで構成される。グラッフィックオブジェクト２３０の識別コードは
「Ｐａｔｈ」であり、テキスト描画オブジェクト２４０の識別コードは「Ｇｌｙｐｈｓ」
である。また、属性コードとしては、例えば同図に示す、「"#ffffffff"」、「"#ff80808
0"」、「FontRenderingEmSize="10.9814" 」又は「StyleSimulations="None"」等が挙げ
られる。なお、テキスト描画オブジェクト２４０は、同図に示すような、描画に用いられ
る文字列、スタイル又は位置等の他、上記フォントオブジェクトファイル２０４も含んだ
ものである。
【０１０４】
　図４に示すアクセス制御部５３は、以下で説明する再利用化処理によりページファイル
２０３から抽出され、記憶部５２に格納された、グラッフィックオブジェクト２３０と、
テキスト描画オブジェクト２４０とを、操作パネル１５の指示入力に応じて、本実施例２
で説明したような管理テーブルファイルを参照し、リードすることができる。
【０１０５】
　図１１は、本実施例３に係る管理テーブルファイルの説明図である。この管理テーブル
ファイル３００には、データ番号３０１、データ名３０２と、オブジェクト種別識別文字
列３０３と、属性の名前とその値の組３０４と、ＪＯＢＩＤ３０５と、記憶部５２内の格
納先先頭物理アドレス３０６と、の各種情報が関連付けて登録される。アクセス制御部５
３が、このような管理テーブルファイル３００を参照することができるため、データ名３
０２を指定したアクセス指令があったときに、格納先先頭物理アドレス３０６に基づき指
定されたデータに直にアクセスすることができ、アクセス制御の処理を迅速化することが
できる。また、ユーザが管理テーブルを参照することにより、記憶部５２に格納された部
品データを逐次アクセスしてその情報を把握することに比べ、より短時間で部品データの
属性情報等を容易に把握することができる。
【０１０６】
　図１２は、本実施例３に係るプリンタコントローラ５１内のインタープリタの処理フロ
ーチャートである。以下、括弧内は同図中のステップ識別符号である。なお、本実施例３
では、実施例１で説明した再利用化抽出部５１Ｂ及び再利用化保存制御部５１Ｃと同様な
機能がインタープリタに含まれているものとする。
【０１０７】
　（Ｓ２０）図４に示す受信部５０から供給されるＸＰＳファイル２００を取得し、これ
をＺＩＰ解凍する。
【０１０８】
　（Ｓ２１、Ｓ２９）解凍されて展開されたフォルダ群の中で、Ｐａｇｅｓフォルダ２０
１を検索し、このフォルダの中に含まれるページファイル２０３の数だけ、以下のステッ
プＳ２２～２８の処理を繰り返す。
【０１０９】
　（Ｓ２２）Ｐａｇｅｓフォルダ２０１から、ページファイル２０３を１つ取得する。
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【０１１０】
　（Ｓ２３、Ｓ２８）取得したページファイル２０３の最初の行から最後の行まで、以下
のステップＳ２４～Ｓ２７の処理を繰り返す。
【０１１１】
　（Ｓ２４）取得したページファイル２０３から、順次の１行のデータ（以下、行データ
という）を読み込む。
【０１１２】
　（Ｓ２５）読み込んだ行データが、グラッフィックオブジェクト２３０であるか否かを
判断する。具体的には、読み込んだ行データ内に、グラッフィックオブジェクト２３０の
識別コードである「Ｐａｔｈ」があるか否かで判断する。肯定判断した場合にはステップ
Ｓ２５ａに進み、否定判断した場合にはステップＳ２６に進む。
【０１１３】
　（Ｓ２５ａ）読み込んだ行データ、すなわちグラッフィックオブジェクト２３０を抽出
する。
【０１１４】
　（Ｓ２５ｂ）抽出されたグラッフィックオブジェクト２３０を、再利用部品として図４
に示す記憶部５２の所定の記憶領域に格納する。次に、このオブジェクト２３０にデータ
名を付与し、このデータ名３０２と、このグラフィックオブジェクト２３０に含まれるオ
ブジェクト種別識別文字列３０３及び属性の組３０４と、記憶部５２における当該グラッ
フィックオブジェクト２３０の格納先先頭物理アドレス３０６と、をそれぞれ図１１に示
す管理テーブルファイル３００の各種フィールドに関連付けて登録する。
【０１１５】
　（Ｓ２６）読み込んだ行データが、テキスト描画オブジェクト２４０であるか否かを判
断する。具体的には、読み込んだ行データ内に、テキスト描画オブジェクト２４０の識別
コードである「Ｇｌｙｐｈｓ」があるか否かで判断する。肯定判断した場合にはステップ
Ｓ２６ａに進み、否定判断した場合にはステップＳ２７に進む。
【０１１６】
　（Ｓ２６ａ）読み込んだ行データ、すなわちテキスト描画オブジェクト２４０（一部の
フォントオブジェクトファイル２０４を除く）を抽出する。
【０１１７】
　（Ｓ２６ｂ）抽出したテキスト描画オブジェクト２４０に用いられるフォントオブジェ
クトファイル２０４を抽出する。具体的には、テキスト描画オブジェクト２４０に含まれ
る「FontUri=」以降のデータから、テキスト描画オブジェクト２４０に用いられるフォン
トオブジェクトファイル２０４を特定し、Ｆｏｎｔｓフォルダ２０２に含まれる複数のフ
ォントオブジェクトファイル２０４から特定したものを、ＸＰＳファイル２００から抽出
する。
【０１１８】
　（Ｓ２６ｃ）抽出されたテキスト描画オブジェクト２４０（フォントオブジェクトファ
イル２０４を除く）及びフォントオブジェクトファイル２０４を、再利用するときに一緒
に用いられるように１つのデータにまとめ、これを再利用部品として、記憶部５２の所定
の記憶領域に格納する。次に、このまとめたデータにデータ名を付与し、このデータ名３
０２と、このオブジェクト種別識別文字列３０３及び属性の組３０４と、記憶部５２にお
ける当該まとめたデータの格納先先頭物理アドレス３０６と、をそれぞれ図１２に示す管
理テーブルファイル３００の各種フィールドに登録する。
【０１１９】
　（Ｓ２７）読み込んだ行データに基づき、中間言語のデータを生成する。
【０１２０】
　本実施例３によれば、「記憶部５２と、ＸＰＳファイル２００を印刷指令と共に受信し
、該ＸＰＳファイル２００をプリンタコントローラ５１のインタープリタに供給する受信
部５０と、該受信部５０から供給されたＸＰＳファイル２００を読み込み、そのページ記
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述言語を解釈して該ＸＰＳファイル２００内に、グラッフィックオブジェクト２３０、又
は、テキスト描画オブジェクト２４０及びフォントオブジェクトファイル２０４がある場
合に、これを又はこれらを抽出し、再利用部品として、該記憶手段に格納するインタープ
リタと、該記憶部５２に対し、該格納されたオブジェクトをリードさせる制御を行うアク
セス制御部５３と」を備える。このため、ビットマップデータに展開される前の、データ
サイズが小さく、部品データ単位で区別が容易な、ＸＰＳファイル２００から、グラッフ
ィックオブジェクト２３０又はテキスト描画オブジェクト２４０等の部品データを抽出し
てアクセス制御部５３によりリード可能な記憶部５２に格納することができるので、記憶
部５２の記憶領域を圧迫することなく、且つ容易に、ＸＰＳファイル２００に含まれる部
品データを再利用化することが可能であるという効果を奏する。
【０１２１】
　また、「記憶部５２には、オブジェクト２３０、２４０及び２０４の管理テーブルファ
イル３００が格納され、インタープリタは、該オブジェクトを該記憶部５２に格納する際
に、該管理テーブルファイル３００に、該オブジェクトの識別名であるデータ名３０２と
その格納先を示す格納先先頭物理アドレス３０６とを関連付けて登録し、アクセス制御部
５３は、該管理テーブルファイル３００を参照してリード制御する」ので、アクセス制御
部５３は、所定のデータ名３０２の部品データに対するアクセス指令があった場合に、対
応する格納先先頭物理アドレス３０６を参照して、当該部品データに直にアクセスするこ
とができ、リード制御の処理を迅速化することができるという効果を奏する。
【０１２２】
　なお、本発明には外にも種々の変形例が含まれる。
【０１２３】
　本実施例３では、管理テーブルファイル３００を参照してリード制御する構成を説明し
たが、上記実施例１のように、このファイル３００を参照しない構成であってもよい。こ
の場合、インタープリタは、抽出した各部品データのうち、ファイル形式でないグラッフ
ィックオブジェクト２３０とテキスト描画オブジェクト２４０とをファイル化して、記憶
部５２に格納する。
【０１２４】
　また、管理テーブルファイル３００は、図１１に示すようなものに限られず、例えば、
属性の組３０４の登録フィールドが無いもの、逆にその欄が複数ある場合、オブジェクト
種別識別文字列３０３の登録フィールドが無いもの、又は、アクセス日時や格納日時等の
その他の情報に対する登録フィールドがさらに追加されているもの、等が挙げられる。
【０１２５】
　さらに、本実施例３に係る発明も、上記実施例１と同様に、ＸＰＳファイル２００の他
に、ＰＤＦファイル、ＲＥＳＣＲＩＢＥのファイル、ＰＣＬのファイル、ＰＳのファイル
等にも適用できる。
【０１２６】
　さらにまた、テキスト描画オブジェクト２４０（フォントオブジェクトファイル２０４
を除く）と、これに用いられるフォントオブジェクトファイル２０４は、ステップＳ１で
１つのデータにまとめず、別個のデータとして、管理テーブルファイル３００に登録する
ようにしてもよい。この場合には、テキスト描画オブジェクト２４０が、管理テーブルフ
ァイル３００に登録されたフォントオブジェクトファイル２０４のうち何れを用いるのか
把握可能なようにする必要がある。
【０１２７】
　また、本実施例３に係るインタープリタは、図１２に示すように、グラッフィックオブ
ジェクト２３０と、テキスト描画オブジェクト２４０と、両方抽出する場合を説明したが
、いずれか一方のみ抽出する構成、上記実施例１で説明した方法でイメージオブジェクト
も抽出する構成、又は、テキスト描画オブジェクト２４０のうち一部のデータ、例えば文
字列のみ若しくはフォントオブジェクトファイル２０４のみ抽出する構成等であってもよ
い。
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【０１２８】
　さらに、上記と同様な考えの下、インタープリタは、グリフの集合体であるフォントオ
ブジェクトファイル２０４のうち、実際に描画に用いられるグリフのみを抽出するような
構成であってもよい。
【実施例４】
【０１２９】
　本実施例４では、上記実施例１～３により得られた再利用部品データについての再利用
方法を具体的に説明する。
【０１３０】
　図１３は、画像形成装置の本実施例４に関係した部分の機能ブロック図である。なお、
本実施例４に係わる画像形成装置のハードウェア構成は、図３で説明したものと同一であ
る。
【０１３１】
　同図に示すように、本実施例４に係わる画像形成装置３５０は、プリンタ１６Ｐの他に
、表示部３５１と、指示入力部３５２と、第１記憶部３５３と、第２記憶部３５４と、画
像作成部３５５と、を主に有する。
【０１３２】
　まず、表示部３５１と指示入力部３５２について説明する。本実施例４では、これら機
能部は、操作パネル１５の中に含まれる。
【０１３３】
　図１４は、図３に示した操作パネル１５のハードウェア構成を示す平面図である。
【０１３４】
　操作パネル１５は、指示入力部３５２の一部及び表示部３５１としてのタッチパネル４
００と、指示入力部３５２の残りの一部としての、テンキー４０１及びスタートキー４０
２を含むハードウェアキーと、の組合せで構成されている。タッチパネル４００上には、
指示入力部３５２の一部としてそれぞれ公知である、コピーボタン４０３、プリントボタ
ン４０４、スキャンボタン４０５、ＦＡＸボタン４０６及びメールボタン４０７の他に、
本発明に用いられるＢＯＸボタン４０８と、画像作成ボタン４０９と、を含むソフトウェ
アキーが表示されている。
【０１３５】
　図１３に戻って、第１記憶部３５３は、ＨＤＤ１４又はＤＲＡＭ１３Ｄの一部の記憶領
域を含んで構成され、該記憶領域には、図４で説明した再利用部品ＢＯＸ５２Ａと同様の
再利用部品ＢＯＸ５２Ｂを有し、該ＢＯＸ５２Ｂ内には、上記実施例１～３で説明した抽
出されたイメージオブジェクト、グラフィックオブジェクト又はテキスト描画オブジェク
トを含む再利用部品データが全てファイル形式で再利用部品ＢＯＸ５２Ｂに保存されてい
る。以下、これら保存されているファイルを、再利用部品ファイル４２０と称す。
【０１３６】
　第２記憶部３５４は、ＨＤＤ１４又はＤＲＡＭ１３Ｄの一部の記憶領域を含んで構成さ
れ、これにはデータ処理部３５５Ｂにより再利用部品ファイル４２０を用いて作成された
作成ページ画像データ３５４Ａが格納される。
【０１３７】
　画像作成部３５５は、ＭＰＵ１１と、ＤＲＡＭ１３Ｄと、ＥＥＰＲＯＭ１３Ｅ２に格納
されているＵＩ（Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）画面プログラムと、を含んで構成され
る。この画像作成部３５５は、画面表示制御部３５５Ａと、データ処理部３５５Ｂと、を
有する。
【０１３８】
　この画面表示制御部３５５Ａは、指示入力部３５２の指示に応答して、後述する図２０
に示すような画像作成画面５７０を表示部３５１に表示させるために、表示制御する。ま
た、当該画面における指示入力部３５２の指示を受け付けて、他の機能部、例えばデータ
処理部３５５Ｂに該指示に応じた要求を与える。
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【０１３９】
　一方、データ処理部３５５Ｂは、図２０に示す画像作成画面５７０において、画面表示
制御部３５５Ａを介して受け付ける指示入力部３５２の指示に応じて、画像データを作成
する。例えば、再利用部品ファイル４２０を複数用いて、新たなページ画像を作成し、こ
のデータ３５５Ａを、第２記憶部３５４に格納する。また、印刷指示があった場合には、
プリンタ１６Ｐにこの作成ページ画像データ３５４Ａの格納先先頭アドレスとともに、印
刷要求を与える。プリンタ１６Ｐは、作成ページ画像データ３５４Ａに基づき、再利用部
品ファイル４２０の画像を含んだページ画像を出力原稿６００に形成する。
【０１４０】
　次に、図１４に示すＢＯＸボタン４０８について説明する。
【０１４１】
　図１５は、表示部３５１としてのタッチパネル４００上に表示される、再利用部品ＢＯ
Ｘ展開画面を示す図である。この画面４５０は、指示入力部３５２としてのＢＯＸボタン
４０８を押下した場合に、これに応答して画像形成装置３５０が、図１３に示す再利用部
品ＢＯＸ５２Ｂを展開してその内容を表示したものである。
【０１４２】
　この再利用部品ＢＯＸ展開画面４５０において、リスト４５１は、再利用部品ＢＯＸ５
２Ｂ内に保存されている再利用部品ファイル４２０のリストであり、ファイル名と、ＢＯ
Ｘ５２Ｂ内にこのファイルが保存された日付と、ファイルのサイズとの列を含んでいる。
リスト４５１の右端側には、リスト４５１をスクロールするためのスクロールバー４５１
Ａが表示され、リスト４５１の上端側には列の名前が記入されたボタン４５２～４５４が
表示され、それぞれソート方向ラベル４５２Ａ～４５４Ａが表示されている。一般に用い
られているように、これらいずれかのボタンを押下すると、その項目につき、ボタンの向
きに応じて昇順又は降順にソートされ、その結果がリスト４５１に表示される。また、ソ
ート方向ラベル４５２Ａ～４５４Ａのうちの対応するもの向きが逆転表示され、再度ボタ
ンを押下すると前回と逆向きにソートされる。
【０１４３】
　リスト４５１の左端部の列には、チェックボックス４５５が表示され、その矩形内を押
下することによりチェックマークを付加してファイルを選択し、リスト４５１の右端側の
詳細ボタン４５９又はリスト４５１の下端側の印刷ボタン４６０、送信ボタン４６１、圧
縮・解凍ボタン４６２、移動ボタン４６３若しくは削除ボタン４６４を押下することによ
り、不図示のメニュー画面に遷移して、選択されたファイルに対しその処理を行うことが
可能となる。
【０１４４】
　ここで、圧縮・解凍ボタン４６２を押下した場合、第１記憶部３５３の記憶領域を圧迫
することを防止するために、選択されたファイル４２０が圧縮又は解凍される。なお、１
つのファイルを圧縮したのみでは、当該ファイルが再利用部品に係るものであり元々ファ
イルサイズが小さいため、圧縮することによる効果は少ないが、これら複数のファイルを
１つのファイルにまとめて圧縮すれば、その効果は十分にあると考えられる。移動ボタン
４６３を押下した場合、不図示のＵＳＢメモリなどのリムーバブルディスクへ、選択した
ファイルが移動（コピー）される。削除ボタン４６４を押下した場合、選択したファイル
が削除されてリスト４５１の表示が更新される。
【０１４５】
　詳細ボタン４５９を押下した場合、ファイル名、そのオブジェクトの種別、その属性、
ファイルサイズ及びファイル保存日、並びに、印刷設定である解像度、カラー／モノクロ
の別及び印刷用紙サイズ、が表示される。
【０１４６】
　閉ボタン４６５を押下すると、この再利用部品ＢＯＸ展開画面４５０が閉じられ、図１
４の画面に戻る。
【０１４７】
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　スクロールバー４５１Ａの上端側には、再利用部品ファイル４２０の情報の表示方法を
選択するためのリスト表示アイコン４５６、サムネイル表示アイコン４５７及びプレビュ
ーアイコン４５８が表示されている。リスト表示アイコン４５６は、図１５の表示形態に
対応している。サムネイル表示アイコン４５７を押下した場合には、図１６に示すような
展開画面が表示される。プレビューアイコン４５８を押下すると、選択したファイルに対
するプレビュー画面が表示され、不図示の方向キーを押下することにより、表示部分を移
動させることが可能となっている。
【０１４８】
　次に、この再利用部品ＢＯＸ展開画面４５０で所定の再利用部品ファイル４２０が選択
されて、印刷ボタン４６０が押下された場合、図１７に示すような印刷設定画面が表示さ
れる。
【０１４９】
　ユーザは、この印刷設定画面５００で、適宜印刷設定を行って同画面内の印刷ボタン５
０１又は図１４に示すスタートキー４０２を押下することにより、選択したファイル４２
０に基づき再利用部品の画像をボックス印刷（ＢＯＸｔｏＰｒｉｎｔ）することができる
。
【０１５０】
　図１５に戻って、再利用部品ＢＯＸ展開画面４５０で送信ボタン４６１を押下すると、
チェックボックス４５５で選択したファイルについて、図１８に示すようなクイックセッ
トアップモードの送信設定画面が表示される。
【０１５１】
　この送信設定画面５５０の左側には、選択したファイルの第１頁のサムネイル、原稿サ
イズ、送信サイズ及び原稿サイズに対する送信サイズの倍率が表示される。倍率又は送信
サイズは、その表記部分を押下して表示される設定画面（不図示）において設定される。
画面の右側には宛先リスト５５１が表示されており、その各行にはファクシミリ送信であ
るか電子メール送信であるかを示すアイコンと、ファクシミリ送信先の名前又は電子メー
ルアドレスが表示されている。この宛先リスト５５１上の行を押下することにより送信先
を選択し、図１４に示すスタートキー４０２を押下することにより、以下のような処理が
行われる。
【０１５２】
　電子メール送信の場合には電子メール送信ルーチンが呼び出されてこの再利用部品に係
るファイルの内容がＮＩＣ１７を介し送信され、所謂ＢＯＸｔｏＥ－ｍａｉｌジョブが完
了する。ファクシミリ送信の場合にはファクシミリ送信ルーチンが呼び出されて、この再
利用部品に係るファイルのフォーマットがファクシミリ送信用に変換された後にファクシ
ミリモデム１８を介して宛先へファクシミリ送信され、所謂ＢＯＸｔｏＦＡＸジョブが完
了する。
【０１５３】
　オン／オフトグルボタン５５２を押下すると、送信後にこのファイルを削除するか否か
のモードが交互に切り替わる。この画面５５０の下部の宛先ボタン５５３を押下すると、
図１９に示すような宛先モードの送信設定画面が表示される。なお、この画面についての
説明は省略する。
【０１５４】
　次に、図１４に戻って、本発明により新たに設けられた画像作成ボタン４０９について
説明する。
【０１５５】
　図２０は、図１４に示すタッチパネル４００上に表示される、画像作成画面を示す図で
ある。この画面５７０は、指示入力部３５２としての画像作成ボタン４０９を押下した場
合に、これに応答して画面表示制御部３５３が、表示部３５１としてのタッチパネル４０
０上に表示制御するものである。
【０１５６】
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　この画像作成画面５７０には、再利用部品リスト５７１、プレビュー表示領域５７２、
部品位置入力ボックス５７３、画像作成表示領域５７４、倍率選択ボタン５７５、用紙サ
イズ選択ボタン５７６、部品挿入ボタン５８０、部品消去ボタン５８１、保存ボタン５８
２、印刷ボタン５８３、及び、閉ボタン５８４、が含まれる。
【０１５７】
　再利用部品リスト５７１には、再利用部品ＢＯＸ５２Ｂに保存されている再利用部品フ
ァイル４２０名の一覧が表示される。画像作成表示領域５７４には、再利用部品データに
基づく画像を含んだ作成中の画像が表示される。
【０１５８】
　画像作成表示領域５７４の右方にある倍率選択ボタン５７５は、指示入力部３５２の一
部であり、画像作成表示領域５７４の倍率を選択指示し、その表示を更新させるためのも
のである。倍率選択ボタン５７５の下方にある用紙サイズ選択ボタン５７６は、指示入力
部３５２の一部であり、このボタン５７６で所定の用紙サイズが選択指示し、そのサイズ
を画像作成表示領域５７４に係る用紙サイズに反映されるためのものである。この画面５
７０のその他のものは、以下のフローチャートで説明する。
【０１５９】
　図２１は、図２０に示す画像作成画面５７０での画像形成装置３５０の処理のフローチ
ャートである。以下、括弧内は図２１中のステップ識別符号である。
【０１６０】
　（Ｓ３０）画面表示制御部３５３が、所定のイベントを、画像作成画面５７０における
指示入力部３５２により受け付ける。受け付けたイベントを、データ処理部３５５Ｂに与
える。データ処理部３５５Ｂは、与えられたイベントの種類によって、以下のステップＳ
３１ａ乃至Ｓ３８ａのいずれかのステップに進む。
【０１６１】
　具体的には、データ処理部３５５Ｂは、再利用部品リスト５７１から所定のファイルが
選択された場合にはステップＳ３１ａに進み、部品位置入力ボックス５７３で位置情報が
入力された場合にはステップＳ３２ａに進む。また、部品挿入ボタン５８０が押下された
場合にはステップＳ３３ａに進み、部品消去ボタン５８１が押下された場合にはステップ
Ｓ３４ａに進む。さらに、保存ボタン５８２が押下された場合にはステップＳ３５ａに進
み、印刷ボタン５８３が押下された場合にはステップＳ３６ａに進み、閉ボタン５８４が
押下された場合にはステップＳ３７ａに進む。
【０１６２】
　（Ｓ３１ａ）選択されたファイル名を再利用部品リスト５７１内で白黒反転表示する。
【０１６３】
　（Ｓ３１ｂ）選択されたファイルに基づいて再利用部品の画像を、プレビュー表示領域
５７２に表示する。
【０１６４】
　（Ｓ３２ａ）入力された位置情報を、部品位置入力ボックス５７３の対応する欄に表示
する。
【０１６５】
　（Ｓ３３ａ）再利用部品リスト５７１で選択されたファイルを取得する。
【０１６６】
　（Ｓ３３ｂ）部品位置入力ボックス５７３で入力された位置情報を取得する。
【０１６７】
　（Ｓ３３ｃ）上記取得したファイルに基づいて再利用部品の画像を作成し、これを上記
取得した位置情報が示す画像作成表示領域５７４の特定の位置に挿入する。
【０１６８】
　（Ｓ３４ａ）画像作成表示領域５７４に挿入された画像を全て消去する。
【０１６９】
　（Ｓ３５ａ）画像作成表示領域５７４で作成された新たなページ画像を、作成ページ画
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像データ３５４Ａとして、図１３に示す第２記憶部３５４（主に、ＨＤＤ１４）に保存す
る。
【０１７０】
　（Ｓ３６ａ）画像作成表示領域５７４で作成された新たなページ画像を、作成ページ画
像データ３５４Ａとして、図１３に示す第２記憶部３５４（主に、ＤＲＡＭ１３Ｄ）に一
時保存する。
【０１７１】
　（Ｓ３６ｂ）プリンタ１６Ｐに、ＤＲＡＭ１３Ｄにおける作成ページ画像データ３５４
Ａの格納先アドレスとともに、印刷要求を与える。
【０１７２】
　（Ｓ３７ａ）画像作成画面５７０を閉じて、図１４に示した画面をタッチパネル４００
上に表示させる。
【０１７３】
　図２２は、図２１に示すステップ３６ｂでプリンタ１６Ｐが出力した出力原稿の一例で
ある。この出力原稿６００には、複数個の再利用部品に基づく画像６０１が形成されてい
る。
【０１７４】
　以上説明したように、本実施例４では、画像形成装置３５０が「ページ記述言語で記述
された印刷データから抽出された再利用部品データがファイル形式で格納される再利用部
品ＢＯＸ５２Ｂと、指示入力部３５２と、該指示入力部３５２から該再利用部品ファイル
４２０の選択を受け付ける再利用部品リスト５７１を含む画像作成画面５７０を表示部３
５１に表示制御する画面表示制御部３５３と、該画像作成画面５７０上における該指示入
力部３５２の指示に応答して、該再利用部品ＢＯＸ５２Ｂから該再利用部品ファイル４２
０を読み出し、これを用いて新たなページ画像を作成し、その作成ページ画像データ３５
４Ａを第２記憶部３５４の記憶領域に格納するデータ処理部３５５Ｂと」を備えている。
この構成によれば、印刷データより抽出された部品を用いることからその種類も豊富とな
り、新たに画像を作成する際に、再利用部品ファイル４２０に係る画像をその都度作成す
る必要性が少なくなり、またユーザは、画像作成画面５７０上で指示入力部３５２を操作
して、再利用部品リスト５７１内の再利用部品ファイル４２０を選択し、１つの再利用部
品又は２個以上の再利用部品ファイル４２０を組み合わせて新たなページ画像を作成する
ことができ、手間を掛けず、新たなページ画像を作成することができるという効果を奏す
る。また、指示入力手段により再利用部品データを選択可能な再利用部品リスト５７１の
表示領域を含む画像作成画面５７０が表示されるため、画像形成装置３５０にエディット
パッド等を設けることなく容易にページ画像を作成でき、コストを掛けずにページ画像を
作成することができるという効果を奏する。
【０１７５】
　なお、本発明には外にも種々の変形例が含まれる。
【０１７６】
　本実施例４では、第１記憶部３５３内に再利用部品ＢＯＸ５２Ｂを１つのみ設ける場合
を説明したが、複数個設けてもよい。例えば、ユーザ毎に当該ＢＯＸ５２Ｂを設ける場合
、図１４に示すＢＯＸボタン４０８を押下した後、図１５に示す再利用部品ＢＯＸ展開画
面４５０を表示させる前に、図２３に示すようなＢＯＸ選択画面６５０を表示させる。な
お、この画面６５０で、ユーザが自己の再利用部品ＢＯＸ５２Ｂを選択する際に、セキュ
リティのためユーザ認証を行うようにしてもよい。
【０１７７】
　また、再利用部品ファイル４２０を用いた画像作成画面は、図１９に示す画面５７０に
限定されず、再利用部品ファイル４２０を用いて画像を作成し保存することができるよう
な如何なる態様であってもよい。図２４は、画像作成画面の変形例を示したものである。
【０１７８】
　図２４に示す画像作成画面７００には、ユーザの選択が容易なように再利用部品ファイ
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ル４２０の種類毎のファイルリスト、すなわち、イメージオブジェクトのファイルリスト
７０１、グラフィックオブジェクトのファイルリスト７０２及びテキスト描画オブジェク
トのファイルリスト７０３が設けられている。その他にも、ハードウェアキーで文字が入
力できる場合、ファイルリスト７０３内に「Text-Entry」という選択肢が設けられ、これ
に対応するテキスト入力ボックス７０４が設けられる。この場合、「Text-Entry」を選択
した際にテキスト入力ボックス７０４がアクティブになり、ハードウェアキーでテキスト
入力ボックス７０４内に文字を入力し、且つ、部品位置入力ボックス５７３で挿入位置を
指定した後、挿入ボタン５１０を押下すると、画像作成表示領域５７４の特定の位置にそ
の入力文字が挿入される。
【０１７９】
　画像作成表示領域５７４では、領域内の再利用部品ファイル４２０に基づく画像毎に選
択することができるようにしてもよい。該画像を選択した場合、その領域内での位置情報
や再利用部品の倍率情報を表示し、これらの情報を変更することも可能である。
【０１８０】
　さらに、上記画像作成画面７００で保存ボタン５８２を押下した場合、画像作成表示領
域５７４で作成された新たなページ画像を、単なるデータとしてではなく、ビットマップ
形式のファイルやＸＰＳ等のページ記述言語で記述されたファイルにして保存することが
できるようにしてもよい。
【０１８１】
　さらにまた、再利用部品リスト５７１の他に、画像作成画面７００には、再利用部品フ
ァイル４２０、すなわち印刷データから抽出して得たファイルだけでなく、予めユーザ自
身が作成した部品ファイルやベンダ側が提供した部品ファイルのリストも表示するように
してもよい。
【０１８２】
　また、図１４～図２４に示す各画面は、画面表示制御部３５３が、表示部３５１として
のタッチパネル４００上に表示する構成を説明したが、ＮＩＣ１７に結合されたネットワ
ーク上の表示装置、例えばコンピュータ５が備える表示装置に表示するような構成であっ
てもよい。
【０１８３】
　さらに、再利用部品ファイル４２０は、コンピュータ５と画像形成装置３５０と、が通
信路２０を介して相互通信を行うことにより、コンピュータ５が取得し、コンピュータ５
の表示装置に表示される図２０に示すような画面で、再利用部品ファイル４２０を用いて
新たな印刷データを作成するようにしてもよい。
【０１８４】
　さらにまた、再利用部品は全てファイル化されている場合を説明したが、単なるデータ
として再利用部品ＢＯＸ５２Ｂに保存されていてもよい。この場合、図６（ｂ）又は図１
１に示したテーブルファイルを参照して、再利用部品に係るデータを適宜リードすること
により、上記図２０に示す各種処理を行う。
【０１８５】
　また、再利用部品ファイル４２０に係る画像は、コンピュータ５から印刷データを受信
した際に、この印刷データの画像にオーバレイすることや、スキャナ１６Ｓで読み取った
画像にオーバレイすることにより再利用することもできる。
【０１８６】
　さらに、再利用部品ファイル４２０単体を用いてＢＯＸｔｏＰＲＩＮＴ、ＢＯＸｔｏＦ
ＡＸ、ＢＯＸｔｏＥ－ｍａｉｌジョブを作成する場合を説明したが、再利用部品ファイル
４２０に基づく画像を含んだ作成ページ画像データ３５４Ａを用いて上記ジョブを作成す
ることもできる。
【図面の簡単な説明】
【０１８７】
【図１】本発明の実施例１に係わる画像形成システムを示す図である。
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【図２】ＸＰＳのファイル構造を示す図である。
【図３】本発明の実施例１に係わる画像形成装置のハードウェア構成を示す概略ブロック
図である。
【図４】画像形成装置の本発明に関係した部分の機能ブロック図である。
【図５】実施例１に係る再利用化抽出部の処理のフローチャートである。
【図６】（ａ）は、実施例１に係る管理テーブルファイルの説明図である。（ｂ）は、実
施例２に係る管理テーブルファイルの説明図である。
【図７】画像形成装置が受信するＰＤＦファイルをアスキーコード形式で閲覧した一例で
ある。
【図８】本実施例２に係る再利用化抽出部の処理のフローチャートである。
【図９】本実施例３に係るＸＰＳのファイル構造を示す図である。
【図１０】図９に示すページファイルをアスキーコード形式で閲覧した一例である。
【図１１】本実施例３に係る管理テーブルファイルの説明図である。
【図１２】本実施例３に係るプリンタコントローラ内のインタープリタの処理フローチャ
ートである。
【図１３】画像形成装置の本実施例４に関係した部分の機能ブロック図である。
【図１４】図３に示した操作パネルのハードウェア構成を示す平面図である。
【図１５】図１３の表示部に表示される再利用部品ＢＯＸ展開画面を示す図である。
【図１６】図１３の表示部に表示される再利用部品ＢＯＸサムネイル展開画面を示す図で
ある。
【図１７】図１３の表示部に表示される印刷設定画面を示す図である。
【図１８】図１３の表示部に表示されるクイックセットアップモードの送信設定画面を示
す図である。
【図１９】図１３の表示部に表示される宛先モードの送信設定画を示す図である。
【図２０】図１３の表示部に表示される画像作成画面を示す図である。
【図２１】図２０に示す画像作成画面での画像形成装置の処理のフローチャートである。
【図２２】図２１に示すステップ３６ｂで出力された出力原稿の一例である。
【図２３】図１３の表示部に表示されるＢＯＸ選択画面を示す図である。
【図２４】図２０の画像作成画面の変形例を示す図である。
【符号の説明】
【０１８８】
　３　画像形成システム
　５ ホストコンピュータ
　１０ 画像形成装置
　２０　通信路
　３０　ＸＰＳファイル
　３５　Ｉｍａｇｅｓフォルダ
　１１　ＭＰＵ
　１２　インタフェース
　１３Ｅ１、１３Ｅ２　ＥＥＰＲＯＭ
　１３Ｄ　ＤＲＡＭ
　１４　ＨＤＤ
　１５　操作パネル
　１６Ｓ　スキャナ
　１６Ｐ　プリンタ
　１７　ＮＩＣ
　１８　ファクシミリモデム
　１９　圧縮・伸張ＡＳＩＣ
　４０　イメージオブジェクトファイル
　５０　受信部
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　５１　プリンタコントローラ
　５２　記憶部
　５３　アクセス制御部
　５２Ａ　再利用部品ＢＯＸ
　５１Ａ　印刷処理部
　５１Ｂ　再利用化抽出部
　５１Ｃ　再利用化保存制御部
　６０　管理テーブルファイル
　６１　ファイル番号
　６２　ファイル名
　６３　ＪＯＢＩＤ
　６４　格納場所情報
　１００　ＰＤＦファイル
　１０１　イメージオブジェクト
　１１０　管理テーブルファイル
　１１１　データ番号
　１１２　データ名
　１１３　ＪＯＢＩＤ
　１１４　格納場所情報
　２００　ＸＰＳファイル
　２０１　Ｐａｇｅｓフォルダ
　２０２　Ｆｏｎｔｓフォルダ
　２０３　ページファイル
　２３０　グラッフィックオブジェクト
　２４０　テキスト描画オブジェクト
　３００　管理テーブルファイル
　３０１　データ番号
　３０２　データ名
　３０３　オブジェクト種別識別文字列
　３０４　属性の組
　３０５　ＪＯＢＩＤ
　３０６　格納先先頭物理アドレス
　３５０　画像形成装置
　３５１　表示部
　３５２　指示入力部
　３５３　第１記憶部
　３５４　第２記憶部
　３５４Ａ　作成ページ画像データ
　３５５　画像作成部
　３５５Ａ　画面表示制御部
　３５５Ｂ　データ処理部
　４００　タッチパネル
　４０１　テンキー
　４０２　スタートキー
　４０３　コピーボタン
　４０４　プリントボタン
　４０５　スキャンボタン
　４０６　ＦＡＸボタン
　４０７　メールボタン
　４０８　ＢＯＸボタン
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　４０９　画像作成ボタン
　４２０　再利用部品ファイル
　５２Ｂ　再利用部品ＢＯＸ
　４５０　再利用部品ＢＯＸ展開画面
　４５１　リスト
　４５１Ａ　スクロールバー
　４５２～４５４　ボタン
　４５２Ａ～４５４Ａ　ソート方向ラベル
　４５５　チェックボックス
　４５９　詳細ボタン
　４６０　印刷ボタン
　４６１　送信ボタン
　４６２　圧縮・解凍ボタン
　４６３　移動ボタン
　４６４　削除ボタン
　４６５　閉ボタン
　４５６　リスト表示アイコン
　４５７　サムネイル表示アイコン
　４５８　プレビューアイコン
　５００　印刷設定画面
　５０１　印刷ボタン
　５５０　送信設定画面
　５５１　宛先リスト
　５５２　オン／オフトグルボタン
　５７０　画像作成画面
　５７１　再利用部品リスト
　５７２　プレビュー表示領域
　５７３　部品位置入力ボックス
　５７４　画像作成表示領域
　５７５　倍率選択ボタン
　５７６　用紙サイズ選択ボタン
　５８０　部品挿入ボタン
　５８１　部品消去ボタン
　５８２　保存ボタン
　５８３　印刷ボタン
　５８４　閉ボタン
　６００　出力原稿
　７００　画像作成画面
　７０１、７０２、７０３　ファイルリスト
　７０４　テキスト入力ボックス
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